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― 注 意 事 項 ― 

 

１．問題冊子は指示があるまで開かないこと。 

２．受験番号と氏名を問題冊子および解答用紙のそれぞれに必ず記入すること。 

３．解答は横書きのこと。 

４．解答用紙の余白には，なにも書かないこと。 

５．下書きは問題冊子の余白を使用すること。 

６．解答用紙は原則として交換しない。 

７．試験終了後問題冊子および解答用紙は持ち帰らないこと。 
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【設問１】 

図１は、マイナンバー保険証利用状況に関する調査結果である。問１と問 2 に答えなさい。 

 

 

問１ マイナンバー保険証の利用状況について、図１から読み取れることを記述しなさい。〔10 点〕  

 

問 2 マイナンバー保険証利用のメリットとデメリットそれぞれについて、考えられることを記述しなさ

い。〔20 点〕 

 

図１ マイナンバー保険証の利用状況の推移 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注．厚生労働省（令和 6 年 6 月 21 日）．第 179 回社会保障審議会医療保険部会 資料 1 マイナ保険証の利

用促進等について（p.1） https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001266512.pdf（2024 年８月 25 日

閲覧）（一部改変） 

※利用率=マイナ保険証利用件数/オンライン資格確認利用件数 

マイナンバー保険証の利用件数（万件） 利用率 



【設問２】 

図２、３は、「人生の最終段階における医療・ケアに関する意識調査」の結果である。問 1、2、３に答

えなさい。 

 

 

問１ 図２の調査結果から、人生会議（アドバンス・ケア・プランニング＜ACP＞）の認知度について読

み取れることを２つ記述しなさい。〔10 点〕 

 

問２ 医療・介護従事者が患者・利用者と人生の最終段階における医療・ケアについて話し合うにあた

り、どのような課題があると考えられるか。図３の調査結果を踏まえて記述しなさい。〔10 点〕 

 

問３ 問２であげた課題を解決するためには、どのような対策が必要か。具体例を用いながら、あなたの

考えを記述しなさい。〔20 点〕 

 

図２ 「人生会議（アドバンス・ケア・プランニング＜ACP＞）について知っていたか 

 

注．人生会議（アドバンス・ケア・プランニング＜ACP＞）とは、「人生の最終段階（末期がん、もしくは重い病気、脳血

管疾患の後遺症、老衰等により、回復の見込みがなく、死期が近い場合）における医療・ケアについて、本人の意思に沿

った医療・ケアを受けるために、ご家族等や医療・介護従事者とあらかじめ話し合い、また繰り返し話し合うこと」をい

う。 

 

  



図３ 担当する患者・利用者に対し、人生の最終段階における医療・ケアについて話し合うに 

あたり難しいと感じること（複数回答） 

 

注．「家族等」には、家族以外でも本人が信頼して自分の医療・ケアに関する方針を決めて欲しいと思う人（友人、知人）

を含む 

 

注．図２、３とも厚生労働省（令和 5 年 6 月 2 日） 第 99 回社会保障審議会医療部会 資料２令和 4 年度人生の最終段

階における医療・ケアに関する意識調査の結果について（報告）（p.3, p.57）https://www.mhlw.go.jp/content/10801000/ 

001235008.pdf （2024 年 8 月 26 日閲覧）より一部改変 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【設問 3】下記の事例を読み、問 1 と問 2 に答えなさい。 

 

A 氏 60 歳 男性、家族構成：妻と二人暮らし、息子が 2 人いるが、独立して遠方に住んでいる。  

1 年前に脳梗塞を発症し、右片麻痺がある。退院後もリハビリのため毎日タクシーを使って通院してい

た。3 週間前に膀胱がんで回腸導管造設術を受けた。ストーマ装具交換を中心とした局所セルフケア以外

は、術後順調に回復しているので、退院が近い。しかし、装具交換は自分でできないため妻に任せている。

自宅から歩いて 10 分のところには妻の母（85 歳）が１人暮らししており、妻はその世話もしている。最

近、妻は疲労感が強く、近くのメンタルクリニックを受診して軽度のうつと診断された。 

A 氏の退院調整にむけて、担当看護師が進行役となって多職種によるチームカンファレンスを行うこ

とになった。 

 

問 1 A 氏の退院調整カンファレンスを効果的に行うためには、A 氏と家族の他にどのような職種でチー

ムメンバーを構成すればよいか。適切な職種を記述しなさい。〔10 点〕 

 

問 2 A 氏の退院に向けて、どのような支援が必要か。支援の内容とその理由を記述しなさい。〔20 点〕 

 

 

出典：田村由美（2018），新しいチーム医療 改訂版 看護とインタープロフェッショナル・ワーク入門

(pp.121-122)，看護の科学社 （一部改変） 

 


